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時，個人プロセス記述を記送する.また，本解析結泉を含む全 ては，共通関数プログラミングプロセスにBとなり E その他は
体プロセス記述を保管する UI定慈善蓄および主処理定義惑が出力される時の AとBの現
③開発者が個人プロセス記述に従ってプEセスを実行する. 状態に依与する.















































システム設計替の分析と詳締化の過程で.Aはプログラム設 ._... . _. 
計審として， UI(ユーサ・インターフェイス)定義番，共通関数定 五~血
善幸欝，主処理定義蓄を決定する.さらに，それらの関係を図 5 [1]金子関他， rLOTOSによるソフトウェアプロセスの形式
的記述法J，ソフトウェア工学研究報告 No.78， (1991. 3. 8) (a)のように決定する.
(3)管理機構は図4(a)のプログラム設計惑と図 5(a)の3極 [2J中田高史他， rLOTOSによるソフトウェアプロセスの会
体記述と関発者個人ごとのプロセス記述の議事出J.電子情報類の定義蓄を同定し.3種類の定畿奮の関係から 3つのプログ
通信学会COMP91-65，SS91-22. p59-67 ラミングプロセスを導出する(図 5). 
似)管理機構は3種類の定著書議ノードから到透するプロセス [3J松永泰明他. r図式表現を用いたソフトウェアプロセス檎
(プログラミング)のノードを拠出する. 成・実行システムの試作J，電子情報通信学会COMP92-22，
SS92-7， p51-58 
